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1 .  序 論  

1 . 1  問 題  

 近 年 、T V の ニ ュ ー ス 番 組 や 雑 誌 の 記 事 な

ど で 、「 今 シ ー ズ ン の 流 行 カ ラ ー は 赤 色 で

す 。」 と い っ た よ う に 、「 流 行 」 と い う 言 葉

を よ く 耳 に す る 。 本 研 究 で は 流 行 に 乗 り や

す い 人 の 特 徴 を 把 握 す る た め 、 流 行 に の る

人 は ど の よ う な 心 理 状 態 で あ り 、 心 理 作 用

が 働 い て い る の か 調 査 し 、 流 行 に の り や す

い 人 の 心 理 を 分 析 す る こ と を 目 的 と す る 。 

 

1 . 2  背 景  

 こ れ ま で に 「 流 行 」 と い う 分 野 で の 先 行

研 究 は 多 く あ る 。  

 そ も そ も 流 行 の 定 義 と は 何 な の か 。 流 行

の 定 義 と は 、 一 つ は 時 間 を 軸 と し た も の で

あ り 、 一 時 的 あ る い は 短 期 間 と い う 時 間 的

特 性 を 持 つ も の で あ る ( 中 島 ,  2 0 1 3 )  。 も

う 一 つ は 、 広 く 行 き 渡 る や 通 常 頻 度 以 上 な

ど で 表 現 さ れ る 地 理 的 範 囲 内 で の 凝 縮 特

性 が あ げ ら れ る (中 島 ,  2 0 1 3 )  。つ ま り 、「時

間 的 、 空 間 的 な 集 中 に よ っ て 起 こ る 集 積 現

象 で あ る 」 と 言 え る (中 島 ,  2 0 1 3 )  。  

流 行 に 関 す る ま た 、 先 行 研 究 は 以 下 の も

の が あ げ ら れ る 。   

模 倣 説 (中 島 ,  2 0 1 3 よ り )  

模 倣 説 は 流 行 理 論 の 古 典 と 言 わ れ る 。  

こ の 説 は フ ラ ン ス の 社 会 学 者 タ ル ド の 「 模

倣 の 法 則 」 で 述 べ ら れ た 。 彼 は 、 流 行 現 象

を ア カ デ ミ ッ ク な 視 点 か ら 捉 え 、「 社 会 は

即 ち 模 倣 で あ る 」 と 述 べ た 。 模 倣 と 対 を な

す 現 象 を 発 明 と し た と き 、 一 様 性 を 持 ち 、

変 わ ら な い も の と し て 考 え ら れ る も の が

模 倣 で あ り 、 オ リ ジ ナ ル の も の で 特 異 性 を

持 つ も の が 発 明 で あ る と し た 。  

 社 会 現 象 と は 、 こ の ど ち ら か で あ り 両 者

の 相 互 作 用 に よ っ て 社 会 変 動 が 起 き る こ

と が あ る と し た 。  

  

ト リ ク ル ダ ウ ン 説 (中 島 ,  2 0 1 3 よ り )  

 裕 福 で 恵 ま れ た 階 級 の 服 の フ ァ ッ シ ョ

ン が 、 恵 ま れ な い 階 級 に 模 倣 さ れ る と い う

縦 の 流 れ を 表 す 説 で あ る 。 こ の 説 は タ ル ド

に よ っ て 始 め て 提 唱 さ れ た 。 タ ル ド の 流 行

研 究 の 中 で も 現 在 で も 引 き 合 い に 出 さ れ

る 法 則 で あ る 。  

 こ の ト リ ク ル ダ ウ ン 説 は そ の 後 、 ジ ン メ

ル の 流 行 論 に 継 承 さ れ る 。 ジ ン メ ル は 「 流

行 は 常 に 階 級 的 で あ る 」 と 述 べ て い る 。 上

流 階 級 の フ ァ ッ シ ョ ン が 、 同 階 級 の 人 を 統

合 し 、 そ の 他 の 階 層 と 区 別 す る ア イ デ ン テ

ィ テ ィ を 与 え る も の と し た 。 そ こ で 、 低 い

階 層 の 人 々 は 上 流 階 層 の フ ァ ッ シ ョ ン を

模 倣 し 接 近 す る 。 上 流 階 層 で は ア イ デ ン テ

ィ テ ィ が 失 わ れ な い よ う に 、 新 規 の 象 徴 が

採 用 さ れ る 。 よ っ て 、 下 の 階 層 で は 、 模 倣

の 追 求 が 行 わ れ 、 上 流 で は 新 奇 な も の へ の

逃 避 が 行 わ れ た 。   

 ジ ン メ ル の 説 が タ ル ド の 説 と 違 う の は 、

タ ル ド の 説 に は 無 か っ た 、 下 層 階 級 の 模 倣



に つ い て そ の 社 会 の 中 の 経 済 シ ス テ ム が

関 わ っ て い る こ と を 明 確 に 指 摘 し て い る

と こ ろ に あ る 。  

 

 こ れ ら 先 行 研 究 か ら 導 き 出 さ れ た 古 典

理 論 の 基 本 概 念 は 他 者 へ の 模 倣 や 同 調 で

あ る と い え る 。  

 こ れ ら の 、 同 調 作 用 が 働 く と し て い た 理

論 か ら 、 ジ ン メ ル の 「 両 価 説 」 か ら 少 し ず

つ 流 れ が 変 わ っ て く る 。  

  

両 価 説 (中 島 ,  2 0 1 3 よ り )  

 ジ ン メ ル が 発 表 し た 「 流 行 」 の 論 文 の 中

で 展 開 さ れ た 理 論 で 、 人 々 は 他 者 に 同 調 す

る 欲 求 と 同 時 に 、 他 者 と の 区 別 や 差 異 化 の

欲 求 も 同 時 に 満 た し て い る と し た 。  

 こ の よ う な 対 と な る 矛 盾 し た 心 理 の 存

在 の こ と を ア ン ヴ ィ バ レ ン ス な 心 理 と い

う 。  

 

 こ の よ う な 理 論 の 登 場 に よ り 、 単 純 な 同

調 で あ る 模 倣 モ デ ル か ら 複 雑 な 同 調 の 二

重 構 造 モ デ ル へ の 移 行 が 行 わ れ て き た 。  

 

近 年 で は 、 両 価 説 か ら 限 界 特 殊 化 へ と い

っ た 流 れ が み ら れ る 。  

 

限 界 特 殊 化 (中 島 ,  2 0 1 3 よ り )  

リ ー ス マ ン が 命 名 し た 理 論 で あ る 。 両 仮

説 で は 、 同 調 と 非 同 調 の 二 つ の 相 反 す る 心

理 を 指 摘 し た も の で あ っ た が 、 リ ー ス マ ン

の こ の 理 論 で は 、 流 行 へ の 帰 属 意 識 と 自 ら

の 個 性 と を 対 置 さ せ る 図 式 で 紹 介 さ れ る 。 

つ ま り 、 強 い 同 調 性 の 逸 脱 が な い 程 度 の

小 さ な 差 異 化 の 現 象 を 描 い た こ と に リ ー

ス マ ン の 理 論 の 意 義 が あ る 。  

 

以 上 が 代 表 的 な 流 行 現 象 に 関 す る 先 行

研 究 で あ る 。  

 

1 . 3  本 研 究 の 仮 説  

 上 記 の 先 行 研 究 か ら わ か る よ う に 、 流 行

に は 同 調 と い う 現 象 と 関 係 が 強 い こ と が

考 え ら れ る 。  

 同 調 現 象 と は 、 集 団 に 所 属 す る と き 、 自

分 自 身 の 意 見 を 変 え 多 数 派 に 従 っ て し ま

う 心 理 現 象 の こ と で あ る 。 有 名 な 研 究 と し

て は 、 ア ッ シ ュ の 実 験 が あ げ ら れ る 。 こ れ

は 、「 標 準 刺 激 」 と 同 じ 長 さ の 線 を 「 比 較

刺 激 」 か ら 選 ぶ こ と を 求 め る 実 験 で あ る 。

一 人 で 行 え ば 正 答 率 が 9 9％ と い う 問 題 も 、

サ ク ラ が 口 を そ ろ え て 誤 っ た 回 答 を す る

こ と で 、サ ク ラ に 3 2％ 同 調 し た と い う 結 果

が 得 ら れ た も の で あ る (工 藤 ・ 池 田 ・ 村 本 ・

唐 沢 , 2 0 1 0 )  。  

 よ っ て 、 同 調 性 が 高 い と 多 数 派 の 服 装 を

採 用 す る と 考 え ら れ る 。 逆 に 、 同 調 性 が 低

い と 多 数 派 に 意 見 を 合 わ せ な い た め 流 行

の 服 装 を 採 用 し な い と 考 え ら れ る 。  

さ ら に 同 調 は 、 二 つ の 種 類 に 原 因 を 分 類

で き る と さ れ て い る 。  

 一 つ は 規 範 的 同 調 で あ る 。 こ れ は 、 多 数

派 か ら 受 け 入 れ ら れ た い と の 動 機 か ら 生

じ る 同 調 で あ り 、 自 分 の 判 断 に 自 信 が 持 て

な い 場 合 や 、 他 者 か ら の 圧 力 を 感 じ た り す

る 状 況 で 発 生 す る 。  

 二 つ 目 は 情 報 的 同 調 で あ る 。 こ れ は 、 他

者 よ り 正 確 な 情 報 を 得 よ う と の 動 機 か ら

生 じ る 同 調 で あ り 、 特 に 、 自 分 の 判 断 が 正

し い か ど う か を 直 接 確 認 で き な い 場 合 の



拠 り 所 と し て 、 他 者 の 意 見 を 求 め る も の で

あ る  ( 工 藤 ・ 池 田 ・ 村 本 ・ 唐 沢 , 2 0 1 0 )  。

本 研 究 で は こ れ ら 二 つ の 同 調 の 側 面 と 流

行 の 追 い や す さ を 検 討 す る こ と と し た 。  

ま た 本 研 究 で は 自 意 識 尺 度 に も 注 目 し

た 。 な ぜ な ら ば 、 流 行 を 採 用 す る 際 、 同 調

の 心 理 作 用 と と も に 人 か ら の 視 線 を 人 は

気 に し て い る と 考 え ら れ る た め で あ る 。  

 自 意 識 と は 、 他 者 に 見 つ め ら れ た と き や

鏡 に 自 分 を 映 し て み る 時 の よ う に 、 自 分 自

身 を 意 識 す る こ と で あ る 。 こ の 自 意 識 は 2

つ に 分 類 さ れ る 。 1 つ は 、 私 的 自 意 識

( p r i v a t e  s e l f - c o n s c i o u s n e s s ) で あ る 。

こ れ は 、 自 己 の 内 面 や 感 情 、 他 者 に 直 接 観

察 さ れ な い 自 己 の 側 面 に 注 意 を 向 け る 程

度 に 関 す る 個 人 差 を 示 す も の で あ る 。 2 つ

目 は 、 公 的 自 意 識 ( p u b l i c  

s e l f - c o n s c i o u s n e s s ) で あ る 。 こ れ は 、 自

己 の 服 装 や 髪 型 、 他 者 に 対 す る 言 動 な ど 、

他 者 が 観 察 し う る 自 己 の 側 面 に 注 意 を 向

け る 程 度 に 関 す る 個 人 差 を 示 す も の で あ

る (菅 原 , 1 9 8 4 )  。  

 よ っ て 、 公 的 自 意 識 が 高 い 人 は 、 周 り か

ら 見 え る と こ ろ を 意 識 し て い る 人 で あ る

か ら 、 流 行 の 服 装 を 採 用 し 流 行 に 乗 り や す

い と 考 え ら れ る 。 こ れ に 対 し て 、 私 的 自 意

識 が 高 い 人 は 、 自 己 の 内 面 に 意 識 が 向 け ら

れ て い る 人 の た め 流 行 に は 乗 り に く い と

考 え ら れ る 。  

 こ れ ら の 流 行 に 関 係 す る と 考 え ら れ る

先 行 研 究 か ら 、 本 研 究 で は 流 行 に 乗 り や す

い 人 は 、 同 調 性 が 高 く 公 的 自 意 識 も 高 い 人

で あ り 、 逆 に 同 調 性 が 低 く 私 的 自 意 識 の 高

い 人 は 、 流 行 に 乗 り に く い と い う 仮 説 を 検

証 す る 。  

 本 研 究 で は 、 近 年 の 流 行 に 対 す る イ メ ー

ジ の 想 起 の し や す さ の 理 由 か ら 、 服 装 に 限

定 し て 流 行 を 追 い や す い 傾 向 を 測 定 す る

こ と と し た 。  

 ま た 、 流 行 の 発 信 源 は メ デ ィ ア な の で は

な い か と 考 え 、 メ デ ィ ア へ 接 触 す る 程 度 も

測 定 し た 。  

 

 

2 .方 法  

参 加 者 ： 高 知 工 科 大 学 の 学 生 1 0 0 人 (男 性  

6 4 人 、女 性 3 9 人 、不 明 1 人 )を 対 象 と し た 。

所 属 学 部 は 、マ ネ ジ メ ン ト 学 部 、情 報 学 群 、

環 境 理 工 学 群 、 シ ス テ ム 工 学 群 で あ っ た 。 

 

 

質 問 紙 の 構 成   

 質 問 紙 は 、 大 き く ４ つ の 質 問 群 で 構 成 さ

れ た 。問 1 に は 、普 段 の 服 装 に 関 す る 項 目 、

問 2 に は 、 普 段 の メ デ ィ ア へ の 接 し 方 に 関

す る 項 目 、 問 3 に は 、 自 意 識 尺 度 に 関 す る

項 目 、 問 4 に は 同 調 尺 度 に 関 す る 項 目 で 構

成 さ れ た 。 な お 回 答 は 7 点 尺 度 と し た 。  

 

 

服 装 に 関 す る 流 行 敏 感 性  

 こ の 項 目 は 、 被 験 者 の 流 行 に 対 す る 反 応

や 行 動 を 調 査 す る 目 的 で 独 自 に 作 成 し た 。 

 具 体 的 に は 以 下 の 項 目 を 作 成 し た 。  

1 、 新 し い 服 を 買 う と き 、 そ の 服 が 流 行 り

の 服 か ど う か 考 え る  

2 、 そ の 日 に 着 る 服 を 選 ぶ と き 、 そ の 服 が

流 行 り の 服 か ど う か を 考 え る  

3、 流 行 り の 服 を 買 い た い  

4、 流 行 り の 服 を 着 た い  



5 、 多 く の 人 が 着 て い る 服 を 着 る の は 嫌 だ  

6、 知 り 合 い の 人 が 着 て い る 服 が 気 に な る  

7 、 見 知 ら ぬ 人 で も 、 そ の 人 が 着 て い る 服

が 気 に な る  

8 、 自 分 が 着 て い る 服 は 他 人 と か ぶ り た く

な い  

9、 私 は 流 行 の 服 を 着 て い る  

 

メ デ ィ ア と の 接 し 方 に つ い て の 項 目  

 具 体 的 に は 以 下 の 項 目 を 作 成 し た 。  

1、 あ な た は １ 週 間 を 平 均 す る と 、 2 4 時 間

の う ち 何 時 間 く ら い テ レ ビ を 見 て い る か

お 答 え く だ さ い 。  

（         時 間 ）  

2 、 あ な た の 見 る テ レ ビ の ジ ャ ン ル に つ い

て 当 て は ま る も の に ○ を し て 下 さ い （ 複 数

回 答 可 ）  

（ ニ ュ ー ス 、 ス ポ ー ツ 、 ド ラ マ 、 映 画 、   

バ ラ エ テ ィ ー 、 そ の 他 ）  

3、 あ な た は １ 週 間 を 平 均 し て 、 2 4 時 間 の

う ち 何 時 間 く ら い イ ン タ ー ネ ッ ト を 見 て

い る か  

お 答 え く だ さ い （ ス マ ー ト フ ォ ン で の 閲 覧

を 含 む ）  

（             時 間 ）  

4、 あ な た は S N S を 利 用 し て い ま す か 。 閲

覧 を し て い る も の に ○ を し て 下 さ い 。（ 複

数 回 答 可 ）  

（ 自 分 で 書 き 込 ん だ り 、 何 か を 公 開 し よ う

と は せ ず S N S の 情 報 を 見 て い る だ け と い う

場 合 で も 「 利 用 し て い る 」 と 考 え 記 入 し て

く だ さ い 。）  

（  T w i t t e r  ・  F a c e b o o k  ・  

I n s t a g r a m  ・  m i x i  ・  そ の 他  ）  

 

4 - 1、「そ の 他 」を 選 択 さ れ た 方 は 以 下 の（ ）

中 に 具 体 的 な 名 前 を お 書 き く だ さ い 。

（                  ） 

5、 あ な た は フ ァ ッ シ ョ ン 誌 を 読 み ま す か  

（   は い   ・   い い え   ）  

6 、 読 む 人 は 、 １ ヶ 月 に 何 冊 く ら い の 雑 誌

を 読 み ま す か  

（         冊 ）  

 

自 意 識 尺 度  

 自 意 識 尺 度 に 関 し て は 、 菅 原 氏 の 自 意 識

尺 度 日 本 語 版 作 成 の 試 み （ 菅 原 、 1 9 8 4） を

用 い た 。  

 項 目 は 、 全 2 1 項 目 で 作 成 さ れ 、 私 的 自

意 識 1 1 項 目 、 公 的 自 意 識 1 0 項 目 で 構 成 さ

れ て い る 。  

 具 体 的 に は 以 下 の 項 目 を 作 成 し た 。 な お 、

カ ッ コ 内 に そ れ ぞ れ の 項 目 が 私 的 自 意 識

な の か 公 的 自 意 識 な の か 明 記 す る が 、 実 際

の 参 加 者 に 配 布 し た 質 問 紙 に は こ の 部 分

は 明 記 さ れ て い な か っ た 。  

1 、 自 分 が 他 人 に ど う 思 わ れ て い る か 気 に

な る (私 的 自 意 識 )  

2、 世 間 体 な ど 気 に な ら な い (私 的 自 意 識 )  

3 、 人 と 会 う 時 、 ど ん な ふ う に ふ る ま え ば

い い の か 気 に な る (公 的 自 意 識 )  

4 、 自 分 の 発 言 を 他 人 が ど う 受 け 取 っ た か

気 に な る (私 的 自 意 識 )  

5 、 人 に 見 ら れ て い る と 、 つ い 格 好 を つ け

た く な る (公 的 自 意 識 )  

6、 自 分 の 容 姿 を 気 に す る ほ う だ (私 的 自 意

識 )  

7、 自 分 に つ い て の う わ さ に 関 心 が あ る (公

的 自 意 識 )  

 



8 、 人 前 で 何 か す る 時 自 分 の し ぐ さ や 姿 が

気 に な る (私 的 自 意 識 )  

9 、 他 人 か ら の 評 価 を 考 え な が ら 行 動 す る

(私 的 自 意 識 )  

1 0、 初 対 面 の 人 に 、 自 分 の 印 象 を 悪 く し な

い よ う に 気 づ か う (公 的 自 意 識 )  

1 1 、 人 の 目 に 映 る 自 分 の 姿 に 心 を 配 る (公

的 自 意 識 )  

1 2、 自 分 が ど ん な 人 間 か 自 覚 し よ う と 努 め

て い る (私 的 自 意 識 )  

1 3、 そ の 時 々 の 気 持 ち の 動 き を 自 分 自 身 で

つ か ん で い た い (私 的 自 意 識 )  

1 4、 自 分 自 身 の 内 面 の こ と は 、 あ ま り 興 味

が な い (公 的 自 意 識 )  

1 5、 自 分 が 本 当 は 何 が し た い の か 考 え な が

ら 行 動 す る (公 的 自 意 識 )  

1 6、 ふ と 、 一 歩 離 れ た 所 か ら 自 分 を な が め

て み る こ と が 多 (公 的 自 意 識 )い  

1 7 、 自 分 を 反 省 し て み る こ と が 多 い ( 私 的

自 意 識 )  

1 8、 他 人 を 見 る よ う に 自 分 を な が め て み る

こ と が あ る (公 的 自 意 識 )  

1 9、 し ば し ば 、 自 分 自 身 の 心 を 理 解 し よ う

と す る (私 的 自 意 識 )  

2 0、 常 に 自 分 自 身 を 見 つ め る 目 を 忘 れ な い

よ う に し て い る (公 的 自 意 識 )  

2 1、 気 分 が 変 わ る と 自 分 自 身 で そ れ を 敏 感

に 感 じ る ほ う だ (私 的 自 意 識 )  

 

同 調 性 尺 度  

 同 調 性 尺 度 に 関 し て は 、横 田・中 西（ 2 0 1 0）

の 同 調 志 向 尺 度 を 用 い た 。  

 同 調 を 規 範 的 同 調 と 情 報 的 同 調 の 二 つ

に 分 類 し 計 測 し た 。  

 項 目 は 全 ３ ２ 項 目 で 、 規 範 的 同 調 の 計 測

項 目 が 1 6 項 目 、 情 報 的 同 調 の 計 測 項 目 が

１ ６ 項 目 で 構 成 さ れ た 。  

 具 体 的 に は 以 下 の 項 目 を 作 成 し た 。 な お 、

カ ッ コ 内 に そ れ ぞ れ の 項 目 が 規 範 的 同 調

な の か 情 報 的 同 調 な の か 明 記 す る が 、 実 際

の 参 加 者 に 配 布 し た 質 問 紙 に は こ の 部 分

は 明 記 さ れ て い な か っ た 。  

1 、 自 分 の 主 張 を 押 し 通 し て 場 を 乱 す く ら

い な ら 、 何 も 言 わ な い 方 が 、 気 が 楽 で あ る

(規 範 的 同 調 )  

2 、 自 分 の 意 見 が 他 者 と 一 致 す る と 、 と て

も 安 心 す る (情 報 的 同 調 )  

3 、 周 囲 の 反 応 が 気 に な っ て し ま っ て 、 本

心 と 違 う こ と で も 周 り の 人 に 合 わ せ て 同

意 し て し ま う こ と が よ く あ る ( 規 範 的 同

調 )  

4 、 自 分 の 考 え よ り も 、 他 者 の 判 断 の 方 が

気 に な っ て し ま う (情 報 的 同 調 )  

5 、 た と え 納 得 で き な く て も 、 し か た な く

周 り に あ わ せ て し ま う こ と が 多 い ( 規 範 的

同 調 )  

6 、 他 人 が 好 ま し い 評 価 を し て い る 物 は 、

も と も と 自 分 が 欲 し い 物 で な く て も つ い

つ い 買 っ て し ま う (情 報 的 同 調 )  

7 、 友 人 と 一 緒 に 何 か す る と き に は 、 た い

て い 友 人 の ほ う が 物 事 を 決 め る ( 規 範 的 同

調 )  

8 、 自 分 と 同 じ グ ル ー プ の 友 達 が 自 分 の 興

味 の な い 授 業 を と る こ と に な っ た ら そ の

授 業 は 面 白 い か も し れ な い と 思 い 、 そ の 授

業 を と る (情 報 的 同 調 )  

9 、 仲 間 の 中 で ， 自 分 だ け 意 見 が 違 う と 気

ま ず い (規 範 的 同 調 )  

1 0、 誰 か の 意 見 に 非 常 に 説 得 力 が あ る な ら 、

私 は 自 分 の 意 見 を か え て 、 そ の 人 と 協 力 す



る (情 報 的 同 調 )  

1 1、 何 か 決 断 す る と き に は 、 自 分 だ け 違 う

意 見 だ と 恥 ず か し い (規 範 的 同 調 )  

1 2、 し ば し ば ， 他 者 の ア ド バ イ ス を 当 て に

し て 、 そ れ に し た が っ て 行 動 す る ( 情 報 的

同 調 )  

1 3、 場 を 乱 さ な い よ う に 、 い ろ い ろ と 人 に

合 わ せ て し ま う こ と が 多 い (規 範 的 同 調 )  

1 4、 授 業 を 履 修 す る 際 に は 、 そ の 授 業 の 内

容 な ど の 情 報 を ほ か の 人 々 か ら 得 て 決 め

る (情 報 的 同 調 )  

1 5、 私 は 、 た と え そ れ が 自 分 の 信 じ て な い

こ と で あ っ て も グ ル ー プ に 賛 成 す る ( 規 範

的 同 調 )  

1 6、 自 分 の 好 き な 服 で な く て も 、 流 行 に 合

わ せ た 服 を 着 て し ま う だ ろ う ( 情 報 的 同

調 )  

1 7、 私 は グ ル ー プ の 基 準 に 従 い が ち で あ る

(規 範 的 同 調 )  

1 8、 外 食 に 行 く と き に は 、 情 報 誌 や 口 コ ミ

を 参 考 に す る (情 報 的 同 調 )  

1 9、 み ん な の 中 で な か な か 自 分 が 出 せ な い

と 思 う こ と が あ る (規 範 的 同 調 )  

2 0、 周 り の 人 々 が 信 号 無 視 を し て い た ら 自

分 も 渡 っ て も 安 心 だ と 思 う (情 報 的 同 調 )  

2 1、 し ば し ば 、 自 分 の 判 断 の 正 し さ に 確 信

が 持 て な く な り 、 周 囲 の 意 見 を 参 考 に す る

こ と が あ る (規 範 的 同 調 )  

2 2、 見 る 映 画 を 決 め る と き に は 、 す で に そ

の 映 画 を 見 た 人 の 評 判 を 参 考 に す る ( 情 報

的 同 調 )  

2 3、 グ ル ー プ に 従 う く ら い な ら 、 む し ろ 独

立 し た ほ う が よ い (規 範 的 同 調 )  

2 4、 グ ル ー プ で ま と ま っ た 意 見 は 個 人 の 意

見 よ り も 正 し い こ と が 多 い (情 報 的 同 調 )  

2 5 、 私 は 容 易 に は 他 者 に 従 わ な い ( 規 範 的

同 調 )  

2 6、 選 挙 な ど 、 政 治 的 な 判 断 を す る 際 に は

親 の 意 見 に 影 響 を 受 け る (情 報 的 同 調 )  

2 7、 周 り に 考 え が ど う で あ ろ う と 、 自 分 の

考 え を 押 し 通 す 方 だ (規 範 的 同 調 )  

2 8、 専 門 家 や 著 名 人 な ど の 発 言 に 影 響 を 受

け や す い (情 報 的 同 調 )  

2 9 、 集 団 で 話 し 合 っ た り 何 か す る と き は 、

率 先 し て 自 分 の 意 見 を 言 う ほ う だ ( 規 範 的

同 調 )  

3 0、 話 し 合 い の 中 で 、 周 り が 意 見 を 変 え て

も 、 私 は 最 後 ま で 意 見 を 変 え な い だ ろ う

(情 報 的 同 調 )  

3 1、 私 は 、 グ ル ー プ に 対 し て 反 対 意 見 を 容

易 に い う こ と が で き る (規 範 的 同 調 )  

3 2、 私 は 、 す ぐ に 重 要 な 決 定 を し な け れ ば

な ら な い と き 、 自 分 の 判 断 の 正 し さ を 確 認

す る た め に 他 人 の 行 動 を 参 考 に す る ( 情 報

的 同 調 )  

 

3 .結 果  

 結 果 は 以 下 の よ う に な っ た 。  

 各 項 目 の 信 頼 性 係 数 （ 以 下 α 係 数 ） は 、

服 に 関 す る 項 目 . 7 4 9、 公 的 自 意 識 . 7 6 0、 私

的 自 意 識 . 4 2 5 で あ っ た 。ま た 、同 調 性 尺 度

に 関 し て は 、 規 範 的 同 調 . 8 8 5 、 情 報 的 同

調 . 7 6 4 で あ っ た 。  

 よ っ て 、 そ れ ぞ れ の 平 均 値 を 分 析 に 用 い

た 。  

 相 関 分 析 の 結 果 は 、 公 的 自 意 識 と 規 範 的

同 調 で は r = . 2 9 9 ,（ p < . 0 1）で 正 の 相 関 を 示

し た 。  

 公 的 自 意 識 と 情 報 的 同 調 で は r = . 2 9 5 ,

（ p < . 0 1 ） と な り 正 の 相 関 を 示 し た 。  



私 的 自 意 識 と 規 範 的 同 調 は r = . 0 4 5 ,（ n s .）

と な っ た 。  

私 的 自 意 識 と 情 報 的 同 調 で は r = . 1 6 9 ,（ n s .）

と な っ た 。  

服 装 に 関 す る 項 目 と 自 意 識 尺 度 の 相 関 分

析 の 結 果 は 以 下 の よ う に な っ た 。  

公 的 自 意 識 r = - . 0 1 6 , （ n s . ） 私 的 自 意 識

r = - . 0 9 6 , （ n s . ） と な り 有 意 な 相 関 は 見 ら

れ な か っ た 。  

服 装 に 関 す る 項 目 と 同 調 性 尺 度 と の 相 関

分 析 の 結 果 は 以 下 の よ う に な っ た 。  

規 範 的 同 調 r = . 2 4 2 ,（ p < . 0 5 ）、 情 報 的 同 調

r = . 4 6 3 （ p < . 0 1 ） と な り そ れ ぞ れ 正 の 相 関

を 示 し た 。  

 

流 行 服 装 と 同 類 嫌 悪 に 分 け た 分 析  

服 装 に 関 す る 項 目 内 で の 相 関 分 析 の 結

果 は 以 表 1 の よ う に な っ た 。  

 

 服 装 項 目 5 と 8 以 外 の 項 目 に お い て そ れ

ぞ れ r の 値 が 高 く 、 正 の 相 関 を 示 し た 。  

 5 と 8 の 項 目 に お い て は 、 他 の 項 目 と の

ｒ の 値 が 低 く 有 意 な 相 関 は 見 ら れ な か っ

た 。  

 し か し 、 項 目 5 と 8 の 相 関 分 析 で は

r = 6 4 5 ( p < . 0 1 ) と な り 正 の 相 関 を 示 し た 。  

 そ こ で 、 5 と 8 の 項 目 と 以 外 の 項 目 で 分

け て 自 意 識 と 同 調 性 に つ い て 相 関 分 析 を

行 っ た 。  

 こ こ で 服 装 項 目 の 5、 8 以 外 の 項 目 を 流

行 服 装 項 目 と 名 付 け た 。 ま た 、 5 , 8 の 項 目

を 同 類 嫌 悪 項 目 と 名 付 け た 。  

 流 行 服 装 項 目 と 自 意 識 、 同 調 性 の 相 関 分

析 の 結 果 は 以 下 の よ う に な っ た 。  

 公 的 自 意 識 r = . 0 3 3 , （ n s .）、 私 的 自 意 識

r = - . 0 1 1 , ( n s . ) と な り 相 関 関 係 は 見 ら れ な

か っ た 。 規 範 的 同 調 r = . 2 4 3 , （ p < . 0 5 ）、 情

報 的 同 調 r = . 5 1 9（ , p < . 0 1）と な り 正 の 相 関

を 示 し た 。  

 次 に 同 類 嫌 悪 項 目 と 自 意 識 、 同 調 性 の 相

関 分 析 の 結 果 は 以 下 の よ う に な っ た 。  

公 的 自 意 識 r = - . 1 4 5 ,（ n s .）、私 的 自 意 識

r = - . 2 4 7 , （ p < . 0 5 ） と な り 、 公 的 自 意 識 に

お い て 相 関 関 係 は 見 ら れ な か っ た 。 し か し 、

私 的 自 意 識 は 負 の 相 関 を 示 し た 。  

 規 範 的 同 調 r = - . 0 1 6 ,（ n s .）、情 報 的 同 調

r = - . 1 9 3 , （ n s . ） と な り 、 相 関 関 係 は 見 ら

れ な か っ た 。  

 

メ デ ィ ア と 接 す る 度 合 い に つ い て の 分 析  

 メ デ ィ ア と 接 す る 度 合 い と の 服 装 項 目 、

自 意 識 、 同 調 性 の 相 関 分 析 は 以 下 の よ う に

な っ た 。  

 こ の 際 、 メ デ ィ ア の 接 す る 度 合 い を 示 す

項 目 は 、 メ デ ィ ア と の 接 し 方 に つ い て の 項

目 中 の テ レ ビ を 見 る 度 合 い と イ ン タ ー ネ

ッ ト を 見 る 度 合 い の 問 で あ っ た 。 よ っ て 、

相 関 分 析 に 用 い た の は 1 と 3 の 回 答 結 果 の

平 均 値 で あ っ た 。  

 ま ず 、 テ レ ビ と 自 意 識 と の 相 関 分 析 の 結

果 は 、 公 的 自 意 識 r = . 0 4 8 , （ n s .）、 私 的 自

f1 f2 f3 f4 f5 f6 f7 f8 f9

f1 1.000

f2 .725 ** 1.000

f3 .759 ** .667 ** 1.000

f4 .756 ** .694 ** .928 ** 1.000

f5 -.073 -.086 .027 -.038 1.000

f6 .427 ** .258 ** .327 ** .339 ** -.247 * 1.000

f7 .279 ** .248 * .196 + .272 ** -.242 * .627 ** 1.000

f8 -.164 -.121 -.103 -.159 .645 ** -.249 * -.270 ** 1.000

f9 .517 ** .495 ** .550 ** .547 ** -.235 * .358 ** .315 ** -.258 * 1.000

表 1 .  服 装 項 目 内 で の 相 関 分 析 結 果  



意 識 r = . 0 8 9 ,（ n s .） と な っ た 。 よ っ て 相 関

関 係 は 見 ら れ な か っ た 。   

 テ レ ビ と 同 調 性 の 相 関 分 析 の 結 果 は 、 規

範 的 同 調 r = . 0 1 6 ,（ n s .）、情 報 的 同 調 r = . 0 4 1 ,

（ n s . ） と な り 相 関 関 係 は 見 ら れ な か っ た 。 

 イ ン タ ー ネ ッ ト と 自 意 識 と の 相 関 分 析

の 結 果 は 、 公 的 自 意 識 r = . 1 0 6 ,（ n s .） 私 的

自 意 識 r = . 0 2 5 ,（ n s .）と な り 相 関 関 係 は 見

ら れ な か っ た 。  

 イ ン タ ー ネ ッ ト と 同 調 性 の 相 関 分 析 の

結 果 は 、 規 範 的 同 調 r = - . 0 6 4 ,（ n s .）、 情 報

的 同 調 r = - . 0 0 9 ,（ n s . ） と な り 相 関 関 係 は

見 ら れ な か っ た 。  

 服 装 項 目 と の 相 関 分 析 の 結 果 は 以 下 の

よ う に な っ た 。  

 テ レ ビ で は r = . 1 7 6 , （ n s .）、 イ ン タ ー ネ

ッ ト で は r = . 0 2 5 ,（ n s .） と な り 、 相 関 は 見

ら れ な か っ た 。  

 次 に 流 行 服 装 項 目 と 同 類 嫌 悪 項 目 で 分

け た 場 合 の メ デ ィ ア と の 相 関 分 析 の 結 果

は 以 下 の よ う に な っ た 。 こ の 際 、 両 項 目 の

平 均 値 を 使 用 し て 分 析 を 行 っ た 。  

 テ レ ビ と 流 行 服 装 項 目 と で は 、

r = . 2 0 8 , ( p < . 0 5 . ) 、 同 類 嫌 悪 項 目 と で は 、

r = - . 1 0 3 , ( n s . ) と な り 流 行 服 装 項 目 に お い

て 正 の 相 関 が 見 ら れ た 。  

 次 に イ ン タ ー ネ ッ ト と 流 行 服 装 項 目 で

は 、 r = . 0 2 6 , ( n s . ) 、 同 類 嫌 悪 項 目 で は 、

r = - . 0 0 6 ( n s . ) と な り 相 関 関 係 は 見 ら れ な

か っ た 。  

 ま た 服 装 項 目 の 問 の 各 項 目 と メ デ ィ ア

と の 相 関 分 析 を 行 っ た 。 結 果 は 表 2 の よ う

に な っ た 。  

 こ の 際 、m 1 が テ レ ビ を 見 て い る 程 度 に 関

す る 項 目 の デ ー タ だ っ た 。ま た 、 m 3 が イ ン

タ ー ネ ッ ト を 見 て い る 程 度 に 関 す る 程 度

に 関 す る 項 目 の デ ー タ で あ っ た 。  

 

 

 こ の 表 2 か ら 、 服 装 項 目 の 9 と テ レ ビ と

の 相 関 関 係 の 結 果 が r = . 3 2 2 , ( p < . 0 1 ) と な

り 正 の 相 関 を 示 し た 。  

 テ レ ビ の 見 て い る ジ ャ ン ル の 項 目 と 服

装 項 目 の 問 ９ と の 相 関 分 析 を 行 っ た 。 結 果

は 表 3 の よ う に な っ た 。 こ の 際 、 m 2 a =ニ ュ

ー ス 、m 2 b =ス ポ ー ツ m 2 c =ド ラ マ m 2 d =映 画 、

m 2 e =バ ラ エ テ ィ ー 、 m 2 f =そ の 他 の 項 目 だ っ

た 。  

 

 

 表 3 か ら ド ラ マ r = . 2 5 8 ( p < . 0 5 ) 、 バ ラ エ

テ ィ ー r = . 2 3 2 ( p < . 0 5 ) と な り 正 の 相 関 を 示

し た 。  

4 .考 察  

自 意 識 尺 度 と 同 調 性 尺 度 の 相 関 分 析 で

m1 m3 f1 f2 f3 f4 f6 f7 f9

m1 1.000

m3 .282 ** 1.000

f1 .208 * .038 1.000

f2 .196 + -.094 .725 ** 1.000

f3 .093 -.023 .759 ** .667 ** 1.000

f4 .140 -.026 .756 ** .694 ** .928 ** 1.000

f6 .045 .043 .427 ** .258 ** .327 ** .339 ** 1.000

f7 .133 .101 .279 ** .248 * .196 + .272 ** .627 ** 1.000

f9 .322 ** .124 .517 ** .495 ** .550 ** .547 ** .358 ** .315 ** 1.000

f9 m2a m2b m2c m2d m2e m2f

f9 1.000

m2a .089 1.000

m2b -.015 .071 1.000

m2c .258 * .095 .220 * 1.000

m2d .158 .210 * .058 .314 ** 1.000

m2e .232 * .181 + .137 .201 * .054 1.000

m2f -.086 -.037 -.176 + -.151 -.095 -.168 + 1.000

表 2 . メ デ ィ ア と 服 装 項 目 と の 相

関 関 係  

表 ３ . メ デ ィ ア ジ ャ ン ル と 流 行 の

服 装 を 着 る 人 と の 相 関 分 析 結 果  



は 、 公 的 自 意 識 と 規 範 的 同 調 、 公 的 自 意 識

と 情 報 的 同 調 に お い て 正 の 相 関 を 示 し た 。 

よ っ て 、 周 り の 人 か ら 見 え る と こ ろ を 意

識 し て い る 人 は 、 同 調 性 が 高 い と い え る 。 

ま た 、 流 行 の 敏 感 性 に 関 す る 項 目 と 同 調

性 と の 相 関 関 係 が 正 だ っ た 。 情 報 的 同 調 も

規 範 的 同 調 も 正 の 相 関 を 示 し 、 特 に 情 報 的

同 調 の 相 関 係 数 が 高 か っ た 。  

よ っ て 、 同 調 性 の 高 い 人 は 流 行 を 気 に す

る 人 と い え る 。  

た だ し 、 自 意 識 に お い て 相 関 関 係 は 見 ら

れ な か っ た 。  

つ ま り 、 流 行 に の り や す い 人 と い う の は 、

各 項 目 の 分 析 か ら 同 調 性 が 高 い 人 で あ り 、

逆 に 流 行 に の り に く い ひ と は 、 同 調 性 が 低

い と 考 え る こ と が で き る 。  

し か し な が ら 、 自 意 識 に 関 し て 相 関 関 係

が 見 ら れ な か っ た こ と か ら 、 自 意 識 と 流 行

に 関 す る 関 連 が 本 研 究 で は な か っ た 。  

こ の 理 由 は 2 つ 考 え ら れ る 。 一 つ は 、 実

験 方 法 に 問 題 が あ っ た た め 相 関 が 見 ら れ

な か っ た と い う 理 由 が 考 え ら れ る 。 服 装 項

目 に 問 題 点 が あ る 、 も し く は 、 被 験 者 を 限

定 し 過 ぎ た の で は な い か と い う 理 由 が 考

え ら れ る 。  

二 つ 目 の 理 由 は 、 仮 説 に 問 題 が あ っ た と

考 え ら れ る 。 本 研 究 で は 、 公 的 自 意 識 が 高

い 人 つ ま り 、 周 り か ら 見 え る 側 面 を 気 に す

る 人 が 流 行 に 乗 り や す い と 仮 説 を 立 て た 。

し か し 、 実 際 は 仮 説 と は 異 な り 、 周 り の 目

を 気 に す る 人 が 流 行 に 乗 り や す い わ け で

は な か っ た と い う 理 由 か ら 仮 説 に 問 題 が

あ っ た こ と が 予 想 さ れ る 。  

 服 装 に 関 す る 項 目 は 流 行 服 装 項 目 と 同

類 嫌 悪 項 目 に 分 け て 考 察 し た 。  

 こ の 二 つ の 項 目 と 自 意 識 尺 度 と 同 調 性

尺 度 そ れ ぞ れ に つ い て 相 関 分 析 を 行 う と 、

流 行 服 装 項 目 で は 自 意 識 尺 度 で は 相 関 関

係 が み ら れ な か っ た が 同 調 性 尺 度 に お い

て 、 規 範 的 同 調 、 情 報 的 同 調 そ れ ぞ れ で 正

の 相 関 を 示 し た 。 つ ま り 、 流 行 の 服 装 を 着

た り 、 そ れ に つ い て 考 え る 人 は 、 同 調 性 が

高 い と い え る こ と が 分 か っ た 。  

 服 装 項 目 を 流 行 服 装 項 目 と 同 類 嫌 悪 項

目 に 分 け た 場 合 の 相 関 分 析 の 結 果 は 、 同 類

嫌 悪 項 目 と 私 的 自 意 識 尺 度 が 負 の 相 関 で

あ っ た 。 つ ま り 、 流 行 の 服 や 周 り の 服 を 着

た く な い と 思 っ て い る 人 ほ ど 、 私 的 自 意 識

が 低 い と 考 え ら れ 、 予 想 外 の 結 果 が 得 ら れ

た 。  

 よ っ て 、 他 者 と 同 じ 服 を 選 ん だ り 、 着 た

り す る 人 は 私 的 自 意 識 が 高 い 人 と 考 え ら

れ る 。  

メ デ ィ ア と の 関 係 に 関 す る 考 察 に つ い

て は 以 下 の よ う に 考 え ら れ る 。  

メ デ ィ ア と の 接 し 方 に つ い て の 項 目 と

し て 設 定 し た 問 ２ の 項 目 と の 相 関 関 係 が

服 装 項 目 と 自 意 識 、 同 調 性 の ど ち ら の 項 目

と も 見 ら れ な か っ た 。 し か し 、 服 装 項 目 を

流 行 服 装 項 目 、 同 類 嫌 悪 項 目 と 二 つ に 分 け

て 相 関 分 析 を 行 う と 流 行 服 装 項 目 と テ レ

ビ を 見 る 程 度 に 関 す る 相 関 が 正 で あ っ た 。

ま た 、 こ の 流 行 服 装 項 目 中 の 問 9、 私 は 流

行 の 服 装 を 着 て い る と い う 項 目 と テ レ ビ

を 見 る 程 度 に 関 す る 相 関 が 生 だ っ た こ と

か ら 、 流 行 の 服 装 を 着 て い る 人 は 、 テ レ ビ

か ら そ の 情 報 を 得 て い る こ と が 考 え ら れ

る 。  

そ し て 、 特 に テ レ ビ で も ド ラ マ と バ ラ エ

テ ィ ー の ジ ャ ン ル に お い て 流 行 服 装 項 目



と の 相 関 が 正 で あ っ た 。  

よ っ て 、 流 行 の 服 を 着 る 人 は テ レ ビ か ら

そ の 情 報 を 得 て お り 、 特 に ド ラ マ や バ ラ エ

テ ィ ー 番 組 を 見 て い る と 考 え ら れ る 。 流 行

を 採 用 し や す い 人 は 、 ド ラ マ や バ ラ エ テ ィ

ー 番 組 に 出 て い る 、 俳 優 、 女 優 、 タ レ ン ト

か ら 、 流 行 を 採 用 し て い る の で は な い か と

推 測 さ れ る 。  

本 研 究 で は 、 同 調 性 が 高 い 人 が 流 行 の 服

装 を 採 用 す る 傾 向 に あ る こ と が 検 証 さ れ

た 。 し か し 、 自 意 識 と 流 行 の 採 用 の 傾 向 の

関 係 を 明 ら か に す る こ と が 出 来 な か っ た 。 

ま た 、 メ デ ィ ア に 関 す る 関 係 性 に つ い て 、

テ レ ビ か ら 流 行 の 服 の 情 報 を 得 て い る こ

と が 分 か っ た 。 し か し 、 テ レ ビ 番 組 内 の 何

を 見 て 流 行 を 採 用 し て い る の か ま で 検 証

す る こ と が で き な か っ た 。 そ の た め 、 今 後

の 課 題 は 、 流 行 を 採 用 す る 際 の 情 報 源 と し

て メ デ ィ ア の 特 に ド ラ マ 、 バ ラ エ テ ィ ー 番

組 の 誰 を 見 て い る の か 検 証 す る こ と で あ

る 。  
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